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あらまし：近年，教育の世界でも DX が急速に進行しているが，保育者養成の現場では学生の実習日誌が

今もなお手書きで行われているのが一般的である。中には保育の本質とは異なる手書きの大変さを理由

にドロップアウトしてしまう学生もおり，保育業界の人材不足に拍車をかけている。本研究では実習日誌

を電子化することによる学生指導の質の向上や本来の学びを中心とした実習実施への寄与が可能かを検

証していく。 
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1. はじめに 
近年，様々な分野で DX の進行が認められ，手書

き文字による記録は多くの分野でデジタル化が進行

している。書くこと自体が目的に含まれる教育の世

界においてもその傾向はあり，提出するレポート類

のワープロ打ちに限らず，Web 媒体で提供される

LMS 入力フォームなどを通じた提出形態も増えて

いる。また，タブレットやノート PC といった情報

機器も基盤的学習ツールとして急速に普及している。

そのような中で，今まで手書き執筆が当然であった

実務分野で実施される学生実習の記録の分野につい

ても ICT と無縁ではなくなりつつある。(1)看護師，

薬剤師，社会福祉士の養成課程など既に専用の実習

支援システムを開発し，実習日誌の DX を実現して

いる業界もみられる。一方，幼児期の教育を担う保

育の現場での実証事例は極めて少ない。その理由の

一つとして紙神話とも言える手書きを重視する考え

が根強い業界の特殊性も理由の一つであるとみられ

る。手書きは相手の想いを感じることができる，温

かみがあるといった受け取り手の考え方があるが，

保育現場においても保育者と保護者を繋ぐ連絡帳の

電子化などが急速に進行し業界としての拒絶体質は

以前ほどではなくなっている可能性がある。 
実習日誌を手書きで行う大変さは計り知れない。

保育士養成課程では現場での実習は合計 3 回行われ，

それぞれ 10 日間実習先施設に通い，子どもたちの生

活の様子や保育者の働き方を観察し，毎日その様子

や実習生が考察したことを日誌に記載する。そのペ

ージ数は A4 版 2～3 ページ/１日にも及ぶ。日誌は

実習終了後に自宅で執筆され，翌日の朝に実習先施

設の指導者に提出し，実習指導者が確認，コメント

記入をした後，実習生に返却される。本来の保育実

習生としての記載内容の是非にとどまらず，未熟な

実習生の誤字脱字や表現の言い換え等の添削も行う

必要があり，多忙な現場の保育者でもある指導担当

者が退勤前に返却してフィードバックできることは

まれで，ソーシャルワーク実習の例ではこの一連の

流れを完了させるまでには早くて 24 時間，遅くて 1

週間かかるとの指摘もある(2) 。それでは実習生は指

導者からのフィードバックがないまま日々の実習を

行い，翌日分の日誌を記載することになり，せっか

くの成長の機会を逃してしまう。さらには，こうし

た実習日誌の記載の大変さが保育者になる夢を諦め

てしまうことに繋がる学生がいることも事実である。 
 

2. 目的・方法 
本研究の目的は，保育実習の DX を実習日誌の電

子化により実現し，学生指導の質を向上させるとと

もに， 学生の本来の学びを中心とした実習実施への

寄与が効果的かを検証することである。 

実習日誌が電子化されない理由として紙媒体のメ

リットがいくつか先行研究で挙げられている。ひと

つは手書きによる非言語的伝達効果である。手書き

であることにより，相手の想いが伝わる等，ICT 化

することによって受け取る側の気持ちに負の変化が

見られることが懸念されている(3)。また，システムに

関する不安もあり，デジタルに不慣れな人は電子化

されることにより，余計に時間がかかってしまうこ

とも懸念される(4)。 

保育実習での電子化においての懸念要素は様々な

ものが考えられるが，今回は次の 2 点に着目し解決

を試みた。1 つ目は実習日誌に記載する環境構成で

よく用いられる『図』である。活動を行う上で実習

日誌には保育者・実習生・子ども達がどのように動
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き，配置されていたのかを分かりやすく示すために

図示がよく用いられる。手書きの場合は紙にイラス

トを描くことができるが，ワープロソフトなどでは

描画ツールが貧弱で，無理な挿入により表組みが崩

れるなどその対応に追われ，実習記録の本旨以外に

労力を使うことになりがちである。電子化時にも手

書き以上に簡便にきれいな図を描き込めるツールを

取り入れる必要がある。2 つ目は全体構成としての

見やすさである。紙媒体で日誌を閲覧する場合，日

誌の全体を一目で見ることができる。先行研究でも

紙媒体のメリットとして同時閲覧性をあげている(2)。

そこで，本システムでは記述した日誌の内容を従来

の形式にあてはめて成形・表示し，その出力結果を 

PDF ファイル化し，簡単に閲覧・印刷できるような

システムを構築する（図 1）。今までの閲覧画面と相

違なく閲覧できるようにすることで，突然の電子化

に抵抗を持っている方への負担を軽減させることが

できる。また印刷することにより紙媒体で日誌を見

ることも可能となり，過去の日誌も簡単に振り返る

ことができる。  

今回は予備的に，描画機能と PDF 出力機能を組み

込んだアプリケーションを開発し，日誌の電子化に

よるメリット・デメリットを調査する。開発ソフト

は Microsoft Power Apps を使用する。予備調査の結

果を受け，電子化するための課題を改善したあと実

際に養成現場で使用し， 従前の形態に比べた執筆時

間，記述内容に変化がみられるかを検証する。また

現在は養成校教員による直接指導が実習期間中 1 回

程度しか行えていないが，将来的には電子化により，

養成校教員によるリアルタイムのスーパーバイズを

可能にし， 実習生指導の質の向上に繋げることが可

能かについても検証を行っていく。 

図１ 従来の実習日誌形式と web アプリの対応 

 

3. 今後の展望 
先行研究では，手書きであることで，記録の一部

に線が引かれ，コメントが細かくされていることを

メリットと考える学生がいることが明らかにされて

いる(2)。そのため，教員のフィードバックは全体を通

してのみではなく，適宜コメントを追加できるよう

なシステムが必要となる。しかし，実習指導者にと

って誤字脱字や文章表現等の添削作業は実習指導の

中で大きな負担となっている(5)。細かな箇所の修正

を楽に行えるようにシステムには「添削機能」を付

随させ，誤字脱字や言葉の表現についても細かく適

切に指導することより効果的な学習に繋がると期待

できるだろう。 

実習日誌をデジタル化することは，実習生の負担

を軽減させるだけでなく，養成校教員・現場職員間

の共有を容易に行うことを可能にするため，指導の

レベルをより引き上げることができるだろう。さら

に，場所や時間を気にせずに日誌を作成・閲覧する

ことができるため，今まで下書きを経てペンで清書

をしていた実習生の二度手間を減らし，日誌作成時

間を大幅に減少させることが期待できる。実習日誌

作成の大変さなど，保育の本質と異なる部分によっ

てドロップアウトする学生を減少させることで保育

者確保という社会的課題の解決にも寄与できる研究

であり，早急に実証化を進めていきたい。 
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